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〈今月の紙面〉

第762号（1）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

牛
枝
肉
価
格
の
下
落
と
肥
育

牛
農
家
の
経
営
悪
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

開
拓
肥
育
牛
生
産
支
援
特

別
対
策
事
業（
以
下「
事
業
」）

は
、
肥
育
牛
生
産
に
取
り
組

む
開
拓
農
家
の
経
営
の
維
持

と
営
農
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
助
成
金
の
交
付
対
象
者

は
、
協
会
の
会
員
及
び
会
員

の
構
成
員
以
外
の
開
拓
農
家

（
以
下
「
会
員
等
」
）
と
す

る
。【

事
業
の
主
な
内
容
】

２０
年
度
第
３
次
補
正
予
算

で
措
置
さ
れ
た
「
肥
育
牛
経

営
改
善
等
緊
急
対
策
事
業
」

の
実
施
要
綱
第
１
の
１
「
肥

育
牛
経
営
等
緊
急
支
援
特
別

対
策
事
業
」
（
以
下
「
Ａ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
事
業
」
）
に
よ
り
奨
励

金
の
交
付
対
象
と
な
っ
た
開

拓
農
家
の
肥
育
牛
に
対
し
、

一
定
の
範
囲
内
で
助
成
金
を

交
付
す
る
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ

て
き
た
肉
用
牛
肥
育
経
営
安

定
交
付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）

の
生
産
者
負
担
金
の
納
付
猶

予
措
置
が
２１
年
５
月
で
終
了

し
た
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
事
業

の
要
件
に
よ
り
、
奨
励
金
の

交
付
は
同
月
を
も
っ
て
終
了

し
て
い
る
。

事
業
の
交
付
基
準
と
し

て
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
事
業
の
奨
励

金
の
交
付
対
象
と
な
っ
た
開

拓
農
家
の
肥
育
牛
に
つ
い

て
、
会
員
等
か
ら
協
会
へ
助

成
金
交
付
申
請
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
協
会
は
会
員
等
に

対
し
て
１
頭
当
た
り
１
万
円

を
交
付
す
る
。

た
だ
し
、
助
成
金
の
交
付

対
象
頭
数
に
つ
い
て
は
、
１

経
営
体
当
た
り
の
２１
年
４
月

１
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で
の

出
荷
実
績
を
基
に
、
交
付
上

限
頭
数
を
設
定
す
る
。

・
出
荷
実
績
１
〜
１５
頭
↓
交

付
上
限
頭
数
８
頭

・
同
１６
〜
３０
頭
↓
同
１７
頭

・
同
３１
〜
４５
頭
↓
同
２５
頭

な
ど
。

【
事
業
参
加
申
請
】

①
会
員
が
申
請
す
る
場
合

会
員
の
構
成
員
か
ら
提
出

の
あ
っ
た
「
令
和
３
年
度
肥

育
牛
経
営
改
善
等
緊
急
対
策

事
業
（
肥
育
牛
経
営
等
緊
急

支
援
特
別
対
策
事
業
）
参
加

申
込
書
及
び
肥
育
牛
生
産
改

善
計
画
書
」
（
公
益
社
団
法

人
中
央
畜
産
会
作
成
様
式
）

を
、
「
開
拓
肥
育
牛
生
産
支

援
特
別
対
策
事
業
集
計
表
」

（
以
下
「
集
計
表
」
）
に
取

り
ま
と
め
の
上
、
「
事
業
参

加
申
請
書
」
（
様
式
１
）
と

と
も
に
協
会
に
提
出
す
る
。

②
会
員
の
構
成
員
以
外
の

開
拓
農
家
が
申
請
す
る
場
合

様
式
１
及
び
集
計
表
を
作

成
の
上
、
直
接
、
協
会
に
提

出
す
る
。
こ
の
場
合
、
申
請

者
は
様
式
７
に
よ
り
開
拓
関

係
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
を
併
せ
て
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
年

度
事
業
に
お
い
て
開
拓
関
係

者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
を
提
出
し
て
い
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

事
業
参
加
申
請
等
の
流
れ

は
、
上
表
の
と
お
り
（
会
員

等
の
必
要
書
類
を
は
じ
め
、

交
付
上
限
頭
数
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
事
業
実

施
要
領
を
参
照
）
。

助
成
金
交
付
申
請
書
等
の

提
出
期
限
は
、
２２
年
１
月
末

日
。
協
会
は
審
査
の
上
、
会

員
等
に
助
成
金
交
付
通
知
及

び
交
付
（
３
月
）
を
行
う
。

２１
年
度
の
事
業
費
は
、
３

千
万
円
を
限
度
と
す
る
。
事

業
の
実
施
期
間
は
、
２０
年
度

か
ら
２２
年
度
ま
で
の
三
ヵ

年
。
た
だ
し
、
２２
年
度
の
実

施
内
容
に
つ
い
て
は
、
２１
年

度
以
降
の
国
の
事
業
の
動
向

を
踏
ま
え
、
事
業
内
容
を
検

討
す
る
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
（
西
谷
悟
郎
会
長
）
は
、
２１
年
度
の
「
開
拓
肥
育
牛
生
産
支
援
特

別
対
策
事
業
」
の
参
加
申
請
受
付
を
開
始
し
た
。
開
拓
農
家
の
肥
育
出
荷
牛
が
事
業
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、
一
定
の
範
囲
内
で
助
成
金
を
交
付
す
る
。
事
業
参
加
を
希
望
す
る
会

員
及
び
会
員
の
構
成
員
以
外
の
開
拓
農
家
は
、
１１
月
１
日
ま
で
に
事
業
参
加
申
請
書
を
提

出
す
る
。
協
会
は
内
容
を
確
認
し
、
事
業
参
加
承
認
を
１１
月
末
日
ま
で
に
通
知
す
る
。

全
開
連
は
１０
月
２７
日
、
東

京
・
赤
坂
の
三
会
堂
ビ
ル
で

第
７３
回
通
常
総
会
を
開
催
す

る
。
総
会
に
先
立
ち
、
１０
月

１
日
に
三
会
堂
ビ
ル
で
北
海

道
・
東
北
・
関
東
・
中
部
関

西
地
区
の
、
１０
月
５
日
に
は

熊
本
県
人
吉
市
で
九
州
地
区

の
「
事
業
概
況
説
明
会
」
を

開
催
。
総
会
提
出
議
案
の
会

員
へ
の
説
明
、
意
見
聴
取
が

行
わ
れ
た
。

提
出
議
案
は
、
第
１
号
議

案
＝
第
７３
年
度
（
２０
年
８
月

１
日
〜
２１
年
７
月
３１
日
）
事

業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
注
記
表
、
剰
余

金
処
分
（
案
）
及
び
附
属
明

細
書
承
認
に
つ
い
て
、
第
２

号
議
案
＝
第
７４
年
度
（
２１
年

８
月
１
日
〜
２２
年
７
月
３１

日
）
事
業
計
画
設
定
に
つ
い

て
、
第
３
号
議
案
＝
第
７４
年

度
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に

つ
い
て
、
第
４
号
議
案
＝
定

款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
―

の
４
議
案
と
付
帯
決
議
案
。

第
２
号
議
案
で
示
さ
れ
る

第
７４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

で
は
、
日
本
の
畜
産
業
の
維

持
・
発
展
の
た
め
会
員
と
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
生

産
・
販
売
事
業
を
展
開
す
る

と
し
て
い
る
。
基
本
方
針
は

次
の
と
お
り
。

〈
基
本
方
針
〉

開
拓
地
に
お
け
る
酪
農
・

畜
産
事
業
は
、
日
本
国
民
の

食
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
本
会
は
今
後
も
日

本
の
畜
産
業
の
維
持
・
発
展

の
た
め
会
員
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
開
拓
組
織
の

「
顔
の
見
え
る
畜
産
専
門
連
」

と
し
て
の
優
位
性
を
最
大
限

に
発
揮
し
た
生
産
・
販
売
事

業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
人
吉
食
肉
セ
ン
タ

ー
、
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
の

早
期
の
再
建
に
向
け
、
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

⑴
会
員
と
一
体
と
な
っ
た

専
門
農
協
と
し
て
の
強
固
な

組
織
づ
く
り

⑵
生
産
性
向
上
の
た
め
の

目
標
に
沿
っ
た
経
営
・
技
術

指
導
の
実
施

⑶
低
廉
・
良
質
な
生
産
資

材
の
開
発
と
供
給

⑷
部
分
肉
の
国
内
外
で
の

有
利
販
売
体
制
の
強
化

⑸
業
務
の
効
率
化
に
よ
る

経
営
体
質
の
改
善

⑹
会
員
と
の
事
務
処
理
の

共
通
化
に
よ
る
事
務
の
効
率

化
自
民
党
総
裁
選
が
９
月
２９

日
に
投
開
票
と
な
り
、
岸
田

文
雄
・
元
政
調
会
長
が
選
出

さ
れ
た
。
１０
月
４
日
に
召
集

さ
れ
た
臨
時
国
会
で
第
１
０

０
代
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名

さ
れ
、新
内
閣
が
発
足
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
に
は
、
金
子

原
二
郎
氏
（
７７
歳
、
自
民
、

参
院
・
長
崎
選
挙
区
）
を
起

用
し
た
。

金
子
氏
は
衆
院
当
選
５

回
、
参
院
当
選
２
回
。
５
日

の
就
任
記
者
会
見
で
、
「
規

模
の
大
小
や
中
山
間
地
域
と

い
っ
た
条
件
に
か
か
わ
ら

ず
、
農
林
水
産
業
の
潜
在
力

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
食

料
安
全
保
障
を
強
化
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
主

食
用
米
の
価
格
下
落
へ
の
対

応
策
を
検
討
す
る
こ
と
等
を

表
明
し
た
。

政
府
は
６
日
の
閣
議
で
、

副
大
臣
等
の
人
事
を
決
め

た
。農
林
水
産
副
大
臣
に
は
、

武
部
新
氏
（
５１
歳
、
自
民
、

衆
院
・
北
海
道
１２
区
）
と
、

中
村
裕
之
氏（
６０
歳
、
自
民
、

衆
院
・
北
海
道
４
区
）
が
就

任
し
た
。

農
水
省
は
１０
月
１２
日
、
２１

年
産
水
稲
の
作
付
面
積
及
び

予
想
収
穫
量
（
９
月
２５
日
現

在
）
を
発
表
し
た
。
全
国
の

主
食
用
米
の
予
想
収
穫
量
は

７
０
０
万
２
千
㌧
で
、
前
年

産
（
７
２
２
万
６
千
㌧
）
に

比
べ
２２
万
４
千
㌧
（
３
・
１

％
）
減
少
す
る
見
込
み
と
な

っ
た
。

水
稲
の
作
付
面
積
の
う

ち
、
主
食
用
作
付
見
込
面
積

は
１
３
０
万
３
千
㌶
で
、
前

年
産
（
１
３
６
万
６
千
㌶
）

に
比
べ
６
万
３
千
㌶
（
４
・

６
％
）
減
少
す
る
見
込
み
。

作
柄
は
、
主
産
地
の
北
海

道
及
び
東
北
に
お
い
て
、
全

モ
ミ
数
が
平
年
以
上
に
確
保

さ
れ
、
登
熟（
モ
ミ
の
肥
大
、

充
実
）
も
順
調
に
推
移
し
て

い
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
の
１０
㌃
当
た
り
予

想
収
量
は
、
前
年
産
に
比
べ

８
㌔
（
１
・
５
％
）
増
の
５

３
９
㌔
と
な
っ
た
。

全
国
の
作
況
指
数
は
１
０

０
で
「
平
年
並
み
」
の
見
込

み
。
北
海
道
は
１
０
８
で

「
良
」
、
東
北
は
１
０
２
で

「
や
や
良
」
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

主
食
用
作
付
見
込
面
積
に

１０
㌃
当
た
り
予
想
収
量
を
乗

じ
、
予
想
収
穫
量
は
７
０
０

万
２
千
㌧
と
な
っ
た
。

主
食
用
米
の
消
費
量
は
、

年
々
減
少
し
て
い
る
。
同
省

が
７
月
に
示
し
た
米
の
基
本

指
針
で
は
、
２１
年
６
月
末
の

民
間
在
庫
量
な
ど
か
ら
、
２１

年
産
の
適
正
生
産
量
を
６
９

３
万
㌧
に
設
定
。
主
食
用
米

の
需
給
と
価
格
の
安
定
の
た

め
、大
幅
な
作
付
け
転
換（
転

作
）
を
産
地
に
促
し
た
。
現

段
階
の
予
想
収
穫
量
は
、
適

正
生
産
量
を
７
万
２
千
㌧

（
１
・
０
％
）
上
回
っ
て
い

る
。

備考

会員等は、事業参加申請
書を提出してください。

協会は、助成金交付申請
書を審査の上、助成金交
付通知を行うとともに助
成金を交付（３月）しま
す。

会員等は、事業完了報告
書を提出してください。
（締切：５月末日）

協会が助成額を確定し、
通知します。返還金があ
る場合は６月末日までに
返還してください。

全国開拓振興協会会員・会員以外の開拓農家

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

４月

５月

６月

全国開拓振興協会

岸
田
内
閣
が
発
足

開
拓
肥
育
牛
生
産
支
援
を
継
続

農
水
大
臣
に
金
子
氏
起
用

事
業
参
加
申
請
受
付
開
始

２１
年
度

肥
育
出
荷
１
頭
当
た
り
１
万
円
交
付

適正生産量を約７万㌧上回る

予想収穫量７００万㌧
２１年産主食用米

会
員
と
一
体
と
な
り
事
業
展
開

全
開
連
２１
年
度
事
業
計
画
案

食
肉
セ
ン
タ
ー
の
早
期
再
建
め
ざ
す

2021年度 開拓肥育牛生産支援特別対策事業 手続き概要図

・「食料・農業 知っておきたい話」-１０２- （２面）
・中山間地域等直接支払交付金の実施状況

（３面）
・「健康志向」が２半期連続上昇 （４面）
・天敵製剤でイチゴのハダニ防除 （５面）
・飼槽管理工夫し乳量維持と省力両立 （６面）
・子牛の寒さ対策 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業実施要領改正

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業参加承認書（様
式２）
（１１月末日までに通知）

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業助成金交付通知
書（様式４）
（２月末日までに通知）
・助成金交付

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業確定通知書（様
式６）
（６月１５日までに通知）

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業参加申請書（様
式１，集計表）
（１１月１日までに提出）

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業助成金交付申請
書（様式３，集計表）
（１月末日までに提出）

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業完了報告書（様
式５，集計表）
（５月末日までに提出）

返還金がある場合は６月
末日までに返還
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一
過
性
で
な
い

中
国
の
需
要
増

１０
月
か
ら
多
く
の
食
品
の
値
上

が
り
が
食
卓
を
直
撃
し
て
い
る
。

中
国
の
穀
物
大
量
買
い
付
け
が
国

際
穀
物
相
場
を
押
し
上
げ
た
こ

と
、
そ
の
原
因
と
し
て
豚
熱
か
ら

の
回
復
に
よ
る
養
豚
飼
料
需
要
の

増
大
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

か
ら
の
中
国
経
済
回
復
に
よ
る
需

要
増
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
回
復
し
た
だ
け
な
ら

以
前
の
水
準
に
戻
る
こ
と
を
意
味

す
る
が
、
中
国
の
２
０
２
１
年
の

穀
物
輸
入
は
、２
０
１
６
年
比
で
、

小
麦
２
・
３
倍
（
５
６
０
万
㌧

増
）
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
１０
・
６
倍

（
２
３
５
０
万
㌧
増
）
、
大
豆
１

・
１
倍
（
９
５
０
万
㌧
増
）
と
、

以
前
の
水
準
を
大
幅
に
更
新
し
て

い
る
（
下
表
）
。

つ
ま
り
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ

う
し
た
事
態
は
一
過
性
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
一
過
性
の
要
因

で
は
説
明
で
き
な
い
背
景
が
あ

る
。
食
生
活
の
変
化
、
す
な
わ
ち
、

肉
、
乳
製
品
、
魚
、
食
用
油
類
の

す
う
せ
い

増
加
が
続
い
て
い
る
趨
勢
的
な
影

響
が
強
ま
っ
て
い
る
と
考
え
た
ほ

う
が
よ
い
。

供
給
の
不
安
定
性

も
一
過
性
で
な
い

一
方
、
中
国
の
生
産
は
経
済
発

展
で
農
地
も
減
り
、
数
十
年
に
一

度
の
水
害
が
毎
年
起
こ
り
か
ね
な

い
よ
う
に
、「
異
常
」気
象
が「
通

常
」
気
象
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
中

国
で
も
世
界
的
に
も
不
作
は
起
こ

り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
世
界
的
に
供
給
が
不

安
定
さ
を
増
す
一
方
で
、
中
国
の

大
量
輸
入
な
ど
の
需
要
増
加
傾
向

は
強
ま
り
、
今
後
、
需
給
ひ
っ
迫

要
因
が
高
ま
っ
て
、
価
格
が
上
が

り
や
す
く
な
る
。
原
油
高
が
そ
の

代
替
品
と
な
る
穀
物
の
バ
イ
オ
燃

料
需
要
も
押
し
上
げ
、
暴
騰
を
増

幅
す
る
。

「
買
い
負
け
」と
輸

入
途
絶
の
リ
ス
ク

今
後
、
穀
物
価
格
は
ジ
グ
ザ
グ

と
上
下
し
つ
つ
も
、
ベ
ー
ス
に
な

る
水
準
が
上
が
っ
て
い
く
可
能
性

が
高
い
。
こ
う
し
て
、
高
く
て
買

え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
日
本
は
「
買

い
負
け
」
る
状
況
が
起
こ
り
や
す

く
な
る
。
輸
出
規
制
で
入
っ
て
こ

な
く
な
る
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。

そ
し
て
、
小
麦
１０
数
％
、
大
豆

５
％
程
度
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ほ
ぼ

０
％
で
、
コ
メ
が
踏
ん
張
っ
て
い

て
も
、
穀
物
自
給
率
（
世
界
的
に

は
、
計
算
の
面
倒
な
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
自
給
率
の
代
わ
り
に
、
カ
ロ

リ
ー
源
で
あ
る
穀
物
の
自
給
率
が

重
視
さ
れ
る
）
が
２８
％
と
い
う
世

界
的
に
も
異
例
に
低
い
日
本
は
、

酪
農
・
畜
産
危
機
は
も
ち
ろ
ん
、

国
民
の
飢
餓
の
危
機
に
直
面
し
か

ね
な
い
。
そ
の
リ
ス
ク
が
着
実
に

高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
背
景
を
今

回
の
食
品
値
上
げ
か
ら
読
み
取
り

た
い
。

し
か
し
、
行
き
過
ぎ
た
貿
易
自

由
化
が
、
日
本
の
自
給
率
低
下
を

招
い
た
だ
け
で
な
く
、
少
数
の
生

産
国
と
多
数
の
輸
入
国
を
生
み
、

気
象
災
害
に
よ
る
減
産
リ
ス
ク
も

高
ま
っ
て
食
料
価
格
が
暴
騰
し
や

す
い
構
造
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た

反
省
も
な
く
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
我
が
国
は
今

年
９
月
の
国
連
食
料
シ

ス
テ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
、

日
本
の
政
策
の
３
本
柱

の
一
つ
と
し
て
、「
自
由

で
公
正
な
貿
易
の
維
持

・
強
化
」を
掲
げ
、
一
層

の
自
由
貿
易
の
旗
振
り

役
を
務
め
る
と
宣
言
し

た
。そ

し
て
、
頼
み
の
綱

と
も
い
え
る
コ
メ
で
さ

え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
食
べ

た
く
て
も
食
べ
ら
れ
な

く
な
っ
た
約
２０
万
㌧
の

コ
メ
を
届
け
る
人
道
支

援
さ
え
行
わ
な
い
た

め
、
在
庫
増
に
よ
る
大
幅
な
コ
ス

ト
割
れ
の
米
価
で
、
コ
メ
生
産
が

崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

酪
農
・
畜
産
に
お
い
て
、
飼
料

米
利
用
を
含
め
た
国
産
飼
料
割
合

を
高
め
る
努
力
は
待
っ
た
な
し
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
次
回
は
、
都
府
県
に

お
け
る
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の

最
前
線
も
紹
介
し
た
い
。

第102回

Ｊ
ミ
ル
ク
は
１０
月
１
日
、

２１
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
見
通
し
を
公
表
し

た
。
７
月
ま
で
の
生
産
量
デ

ー
タ
や
乳
用
牛
飼
養
頭
数
な

ど
に
基
づ
く
、
最
終
予
測
。

全
国
の
生
乳
生
産
量
は
、
前

年
度
比
２
・
３
％
増
の
７
６

０
万
６
千
㌧
で
３
年
連
続
の

増
産
と
な
る
見
通
し
。
前
回

見
通
し
（
７
月
）
よ
り
０
・

６
㌽
上
方
修
正
し
た
。一
方
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

需
要
低
迷
に
よ
り
、
乳
製
品

の
期
末
在
庫
は
さ
ら
に
増
加

す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

生
乳
生
産
量
は
、北
海
道
、

都
府
県
と
も
に
上
方
修
正
さ

れ
た
。
北
海
道
は
前
年
度
比

３
・
０
％
増
の
４
２
８
万
５

千
㌧
の
予
測
。
前
回
見
通
し

よ
り
０
・
４
㌽
上
方
修
正
し

た
。
乳
用
牛
の
飼
養
頭
数
が

２
歳
未
満
、
２
歳
以
上
と
も

に
増
加
し
、
特
に
生
産
の
主

力
と
な
る
２
〜
４
歳
の
頭
数

の
伸
び
率
は
非
常
に
高
く
な

る
見
込
み
。

都
府
県
は
１
・
４
％
増
の

３
３
２
万
１
千
㌧
の
予
測
。

前
回
見
通
し
よ
り
０
・
８
㌽

上
方
修
正
し
た
。
２
歳
未
満

頭
数
は
、
前
年
を
下
回
っ
て

推
移
す
る
見
通
し
だ
が
、
２

〜
４
歳
の
頭
数
は
前
年
を
上

回
っ
て
推
移
す
る
見
込
み
。

牛
乳
等
の
生
産
量
は
、
牛

乳
類
（
牛
乳
、
加
工
乳
、
成

分
調
整
牛
乳
、
乳
飲
料
）
が

１
・
６
％
減
の
４
６
０
万
㌔

㍑
、
は
っ
酵
乳
は
１
・
７
％

減
の
１
０
３
万
５
千
㌔
㍑
と

予
測
。
牛
乳
類
は
１
・
１
㌽

下
方
修
正
、
は
っ
酵
乳
は
０

・
３
㌽
上
方
修
正
し
た
。
業

務
用
需
要
の
低
迷
が
長
引
い

て
い
る
。
家
庭
内
需
要
も
昨

年
ほ
ど
の
巣
ご
も
り
需
要
は

な
く
、
前
年
同
月
を
下
回
っ

て
推
移
し
て
い
る
。

生
乳
生
産
量
か
ら
自
家
消

費
量
を
差
し
引
い
た
「
生
乳

供
給
量
」
は
、
２
・
３
％
増

の
７
５
５
万
９
千
㌧
の
見
込

み
。
用
途
別
処
理
量
の
見
通

し
は
、
飲
用
等
向
け
が
１
・

０
％
減
の
４
０
４
万
５
千

㌧
、
乳
製
品
向
け
は
６
・
４

％
増
の
３
５
１
万
４
千
㌧
。

前
回
見
通
し
に
比
べ
、
生
乳

供
給
量
、
乳
製
品
向
け
が
さ

ら
に
増
加
す
る
と
見
込
ん

だ
。都

府
県
の
生
乳
需
給
に
つ

い
て
は
、
生
乳
供
給
量
は
１

・
３
％
増
、
飲
用
等
向
け
処

理
量
は
１
・
０
％
減
と
な
る

見
通
し
（
上
表
）
。
北
海
道

か
ら
の
移
入
量
（
道
外
移
出

量
）
は
、
８
・
８
％
減
の
４９

万
５
千
㌧
と
前
年
を
大
き
く

下
回
る
見
通
し
。
前
回
見
通

し
よ
り
生
乳
供
給
量
が
増
加

し
た
た
め
、
移
入
量
を
５
・

２
㌽
下
方
修
正
し
た
。

乳
製
品
の
期
末
在
庫
量

は
、
脱
脂
粉
乳
が
２９
・
８
％

増
の
１０
万
５
４
０
０
㌧
、
バ

タ
ー
は
１１
・
７
％
増
の
４
万

３
４
０
０
㌧
で
、
そ
れ
ぞ
れ

前
回
見
通
し
よ
り
５
・
４
㌽
、

５
・
２
㌽
上
昇
す
る
と
見
込

ん
だ
。
特
に
脱
脂
粉
乳
の
生

産
量
が
増
加
し
、
期
末
在
庫

量
は
前
年
を
大
き
く
上
回
る

見
通
し
。

前
回
見
通
し
よ
り
も
生
乳

需
給
が
緩
和
す
る
予
測
と
な

っ
て
い
る
。
生
乳
生
産
は
、

全
国
的
に
増
産
が
順
調
に
進

ん
で
い
る
。
一
方
、
需
要
は

伸
び
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
で
業
務
用
を
中
心
と

し
た
牛
乳
・
乳
製
品
需
要
の

低
迷
が
１
年
半
に
及
び
、
乳

製
品
の
在
庫
量
が
高
水
準
と

な
っ
て
い
る
。Ｊ
ミ
ル
ク
は
、

「
乳
製
品
処
理
地
域
だ
け
で

な
く
、
全
国
の
生
産
者
・
乳

業
メ
ー
カ
ー
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
う

共
通
認
識
の
も
と
、
業
界
一

丸
と
な
っ
た
新
た
な
仕
組
み

の
構
築
が
急
務
」
と
指
摘
し

て
い
る
。

農
水
省
は
１０
月
１
日
、
バ

タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の
２１
年

度
輸
入
枠
数
量
の
検
証
結
果

を
発
表
し
た
。
バ
タ
ー
の
輸

入
枠
は
拡
大
し
、
脱
脂
粉
乳

は
据
え
置
い
た
。

国
家
貿
易
に
よ
る
輸
入
枠

数
量
に
つ
い
て
は
、
１
月
に

翌
年
度
分
を
示
し
、
５
月
と

９
月
に
検
証
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

同
省
は
今
年
１
月
、
２１
年

度
の
輸
入
枠
数
量
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
国
際
貿
易
機
関
）
で
輸
入

を
約
束
し
て
い
る
数
量
（
カ

レ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
、
生
乳

換
算
で
１３
万
７
千
㌧
）
に
と

ど
め
る
こ
と
と
し
た
。
製
品

重
量
で
バ
タ
ー
６
４
０
０

㌧
、
脱
脂
粉
乳
７
５
０
㌧
の

ほ
か
、
ホ
エ
イ
（
乳
清
）
４

５
０
０
㌧
、
バ
タ
ー
オ
イ
ル

１
５
０
０
㌧
と
設
定
。
脱
脂

粉
乳
は
日
米
貿
易
協
定
に
基

づ
く
７
５
０
㌧
の
み
と
し

た
。
５
月
の
検
証
で
は
、
こ

れ
を
据
え
置
い
た
。

２１
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
業
務
用
の
牛
乳
乳

製
品
の
需
要
が
減
少
し
、
生

乳
が
長
期
保
存
の
利
く
バ
タ

ー
や
脱
脂
粉
乳
に
仕
向
け
ら

れ
て
い
る
。
２１
年
８
月
末
時

点
の
在
庫
量
は
、
バ
タ
ー
が

４
万
２
４
１
０
㌧
（
前
年
同

月
差
２
４
８
９
㌧
増
）
、
脱

脂
粉
乳
は
９
万
５
４
７
㌧

（
同
５
７
２
９
㌧
増
）
と
な

っ
て
い
る
。

同
省
は
今
回
の
検
証
で
、

バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の
十

分
な
国
内
在
庫
量
を
踏
ま

え
、
輸
入
枠
数
量
を
引
き
続

き
生
乳
換
算
で
１３
万
７
千
㌧

に
据
え
置
く
こ
と
を
決
め

た
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
輸

入
・
売
渡
入
札
の
実
績
に
基

づ
き
、
品
目
ご
と
に
枠
数
量

を
設
定
し
た
。

バ
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
全

量
落
札
さ
れ
て
お
り
、
年
末

に
向
け
て
需
要
期
を
迎
え
る

た
め
、
製
品
重
量
で
３
１
０

０
㌧
増
の
９
５
０
０
㌧
（
生

乳
換
算
で
約
１１
万
７
千
㌧
）

と
し
た
。
ホ
エ
イ
は
１
５
３

２
㌧
（
同
約
１
万
㌧
）
、
バ

タ
ー
オ
イ
ル
は
３
０
７
㌧

（
同
約
５
千
㌧
）
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
下
げ
た
。
在
庫
量
の

多
い
脱
脂
粉
乳
は
、
７
５
０

㌧
（
同
約
５
千
㌧
）
に
据
え

置
く
こ
と
と
し
た
。

（単位 :千トン）

２０２１/２２
１０，０００
２，６００
４６，３００
２６，０００
１０７，２５０
１０３，０００
１６６，１５０

出典 : 米国農務省資料より作成。資料 : 三石誠司教授
https : //www.jacom.or.jp/column/2021/05/210514-51244.php

２０２０/２１
１０，５００
２，９００
４３，２５０
２６，０００
１０４，６００
１００，０００
１６１，２５０

中国の穀物輪入数量の推移
２０１９/２０
５，３７６
３，２００
１７，４９６
７，５９６
１０２，７２０
９８，５３３
１２８，７９２

２０１８/１９
３，１４５
２，８００
１０，５４０
４，４８３
８６，７４０
８２，５４０
１０３，２２５

２０１７/１８
３，９３７
４，５００
１６，４２５
３，４５６
９９，２８０
９４，０９５
１２４，１４２

２０１６/１７
４，４１０
５，９００
１６，０５５
２，４６４
９８，４２０
９３，４９５
１２４，７８５

小麦
コメ

粗粒穀物
うちトウモロコシ
油糧種子
うち大豆
合計

２０２１度の都府県の需給（見通し） （千トン）

生乳供給量 飲用等向
処理量

生クリーム等向
・チーズ向 A－B－C

移入量
（道外移出量）D

脱脂粉乳
・バター等向

Ａ 前年比 B 前年比 C 前年比 前年比 前年比
４月 ２９０ １０１.０% ２８７ １０３.７% ５ １０３.０% －２ ３１ １０２.６% ２９ ８１.３%
５月 ２９８ １０１.１% ３０６ １０４.１% ５ １０７.６% －１４ ３７ １２０.８% ２３ ８８.７%
６月 ２７８ １０２.１% ３０９ ９９.４% ５ ９６.６% －３６ ４７ ８８.１% １１ １１０.９%
７月 ２７０ １００.４% ２９７ ９４.４% ５ ９９.２% －３１ ４６ ７４.７% １５ １３０.３%
８月 ２６５ １０４.２% ２８５ ９５.４% ５ １０１.１% －２５ ４５ ７４.８% ２０ １８５.６%
９月 ２５７ １０３.１% ２９８ ９７.９% ５ １００.９% －４５ ５５ ８６.１% １０ ２１２.８%
１０月 ２６９ １０１.２% ３０８ ９９.８% ５ ９６.９% －４４ ５３ ９３.１% ９ １０１.４%
１１月 ２６２ １００.８% ２８７ ９９.４% ６ １０２.３% －３１ ４１ ９２.１% １０ １０１.７%
１２月 ２７５ １０１.０% ２７６ ９８.８% ６ １０３.９% －８ ３８ ９９.２% ３０ １２２.３%
１月 ２８０ １０１.６% ２８５ ９８.８% ５ １０５.４% －１０ ３８ ９８.２% ２８ １３３.２%
２月 ２５９ １００.４% ２６７ ９９.０% ５ １０４.２% －１３ ３３ ９９.２% ２０ １１９.０%
３月 ２９４ ９９.７% ２８２ ９８.５% ６ １０１.８% ６ ３１ ９９.１% ３７ １０９.２%
上期 １,６５９ １０１.９% １,７８２ ９９.０% ３０ １０１.４% －１５３ ２６１ ８７.０% １０８ １０９.６%
下期 １,６３８ １００.８% １,７０６ ９９.１% ３２ １０２.４% －１０１ ２３４ ９６.３% １３３ １１６.６%
年度計 ３,２９７ １０１.３% ３,４８８ ９９.０% ６３ １０１.９% －２５４ ４９５ ９１.２% ２４１ １１３.４%

２１
年
度
生
乳
生
産
量
２.３
％
増

Ｊ
ミ
ル
ク

見

通

し

牛
乳
類
生
産
量
は
下
方
修
正

バ
タ
ー
輸
入
枠
数
量
９５００
㌧
に
拡
大

農水省

脱
脂
粉
乳
は
在
庫
増
で
据
え
置
き

２１
年
度

飼料穀物価格高騰の背景を読む
～一過性でない需給ひっ迫リスク～

氏鈴木宣弘東京大学教授

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
が
ま
と
め
た
２０
年

度
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
の
実
施
状
況
に
よ
る

と
、
交
付
面
積
は
前
年
度
よ

り
４
・
０
％
減
の
６３
万
８
９

１
１
㌶
と
な
っ
た
。
生
産
者

の
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど

に
よ
り
、
農
用
地
を
維
持
・

管
理
し
て
い
く
た
め
の
集
落

協
定
（
取
り
決
め
）
の
締
結

数
が
減
少
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
は
２
０
０
０
年
度
に
創

設
さ
れ
た
。
傾
斜
地
な
ど
農

業
生
産
条
件
が
不
利
な
中
山

間
地
域
等
の
農
業
者
等
を
支

援
す
る
。
農
用
地
を
維
持
・

管
理
し
て
い
く
た
め
、
集
落

等
を
単
位
と
す
る
協
定
を
締

結
し
、
５
年
間
、
「
農
業
生

産
活
動
等
を
継
続
す
る
た
め

の
活
動
」
や
「
体
制
整
備
の

た
め
の
前
向
き
な
活
動
」（
集

落
戦
略
の
作
成
）
を
行
う
場

合
、
面
積
に
応
じ
て
一
定
額

を
交
付
す
る
。

２０
年
度
は
第
５
期
対
策

（
２０
〜
２４
年
度
）の
初
年
度
だ

っ
た
。
農
業
生
産
活
動
等
の

継
続
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
（
病
気
・
高
齢
や
自
然
災

害
な
ど
は
除
く
）
の
交
付
金

そ

き
ゅ
う

遡
及
返
還
の
対
象
を
、
「
協

定
農
用
地
全
体
」
か
ら
「
当

該
農
用
地
」に
見
直
す
な
ど
、

農
業
者
等
が
取
り
組
み
や
す

く
し
た
。

だ
が
、
２０
年
度
の
実
施
状

況
で
は
、
協
定
数
や
交
付
面

積
な
ど
が
減
少
し
て
い
る
。

交
付
金
を
交
付
し
た
市
町
村

数
は
９
９
０
で
、
前
年
度
よ

り
１２
減
少
し
た
。協
定
数
は
、

２
０
２
８
（
７
・
８
％
）
減

の
２
万
３
９
８
５
だ
っ
た
。

う
ち
集
落
協
定
が
２
０
３
３

減
の
２
万
３
４
２
１
、
個
別

協
定
が
５
増
の
５
６
４
。
集

落
協
定
の
協
定
参
加
者
数
は

７
万
２
３
５
３
人
（
１２
・
０

％
）
減
の
５３
万
３
０
７
６
人

と
、
大
き
く
減
っ
た
。

交
付
面
積
は
前
年
度
よ
り

２
万
６
４
８
３
㌶
減
っ
た
。

傾
斜
が
あ
る
等
の
基
準
を
満

た
す「
対
象
農
用
地
」の
面
積

に
対
す
る
交
付
面
積
の
割
合

（
交
付
面
積
率
）は
、８４
・
９
％

（
０
・
８
㌽
増
）と
な
っ
た
。交

付
面
積
率
を
地
目
別
に
み
る

と
、
田
が
８４
・
７
％
、畑
が
５７

・
１
％
、草
地
が
９３
・
４
％
、採

草
放
牧
地
が
８３
・
５
％
と
な

っ
て
い
る
。

地
目
別
の
交
付
面
積
の
割

合
は
、
田
が
４７
・
１
％
、
草

地
が
４３
・
１
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る（
表
）。
北
海
道
で
は

草
地
が
８６
・
８
％
を
占
め
、

都
府
県
で
は
田
が
８１
・
１
％

を
占
め
て
い
る
。

協
定
別
の
交
付
面
積
は
、

集
落
協
定
が
６３
万
２
３
０
９

㌶
、
個
別
協
定
が
６
６
０
３

㌶
。
１
協
定
当
た
り
の
交
付

面
積
は
、
集
落
協
定
で
は
２７

・
０
㌶
、
個
別
協
定
で
は
１１

・
７
㌶
と
な
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
等
は
農
業
・

農
村
に
と
っ
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
一
方
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
が
進
行
し
て

い
る
。
協
定
参
加
者
の
減
少

に
よ
り
、
集
落
機
能
の
低
下

や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
。
同
直
接
支
払
制

度
の
充
実
を
は
じ
め
、
地
域

を
支
え
る
体
制
づ
く
り
の
た

め
の
農
村
政
策
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
。

農
水
省
の
２２
年
度
農
林
水

産
関
係
予
算
概
算
要
求
で

は
、
「
環
境
負
荷
軽
減
に
向

け
た
持
続
的
生
産
支
援
対

策
」
に
７３
億
円
を
求
め
て
い

る
。
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど

に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
、
畜
産
・
酪
農

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
の
削
減
と
持
続
可
能
な
畜

産
経
営
の
確
立
を
図
る
。

２１
年
度
の
「
環
境
負
荷
軽

減
に
向
け
た
酪
農
経
営
支
援

対
策
」
（
当
初
予
算
額
６０
億

円
、
エ
コ
酪
事
業
な
ど
）
を

組
み
替
え
る
。
肉
用
牛
経
営

も
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
「
輸
入
飼
料
か
ら
水

田
を
活
用
し
た
自
給
飼
料
へ

の
転
換
」
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
。

同
対
策
の
う
ち
、
「
環
境

負
荷
軽
減
型
持
続
的
生
産
支

援（
エ
コ
畜
事
業
）」で
は
、

飼
料
作
付
面
積
を
確
保
し
な

が
ら
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
酪
農

・
肉
用
牛
経
営
に
対
し
、
交

付
金
を
交
付
す
る（
定
額
）。

【
対
象
者
の
要
件
】

○
牛
を
飼
養
す
る
経
営
体

○
飼
料
作
付
面
積
が
北
海

道
で
４０
㌃
／
頭
以
上
、
都
府

県
で
１０
㌃
／
頭
以
上

○
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

【
対
象
と
な
る
取
組
内
容

と
交
付
金
単
価
】

①
輸
入
飼
料
か
ら
水
田
を

活
用
し
た
自
給
飼
料
へ
の
転

換
：
輸
入
飼
料
の
購
入
量
を

削
減
し
、
水
田
に
お
け
る
自

給
飼
料
の
生
産
を
拡
大
（
飼

料
用
米
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
対
象

外
）
。
化
学
肥
料
を
極
力
削

減
し
、
適
切
な
量
の
堆
肥
を

使
用
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
転
換
し

た
場
合
は
８
万
８
千
円
／
㌶

（
５
年
間
）
、
牧
草
に
転
換

し
た
場
合
は
２
万
４
千
円
／

㌶
（
同
）
を
交
付
す
る
。
こ

の
取
り
組
み
で
は
、
飼
料
作

付
面
積
を
要
件
と
し
な
い
。

②
飼
料
生
産
等
に
係
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
：
飼

料
作
付
地
等
で
放
牧
を
実

施
、
不
耕
起
栽
培
に
よ
る
飼

料
生
産
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

等
か
ら
発
生
す
る
消
化
液
を

利
用
し
た
飼
料
の
生
産
、
化

学
肥
料
を
削
減
し
た
飼
料
の

生
産
―
の
４
つ
。

１
つ
の
取
り
組
み
当
た
り

７
５
０
０
円
／
㌶
を
交
付
す

る
。
２
つ
ま
で
交
付
金
の
支

払
い
対
象
と
す
る
。

③
有
機
飼
料
の
生
産
：
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
従
っ
た
有

機
飼
料
の
生
産
に
対
し
て
、

４
万
５
千
円
／
㌶
を
交
付
。

こ
の
ほ
か
、
脂
肪
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
の
添
加
に
よ
る
「
牛

か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
排
出
の

削
減
」
の
取
り
組
み
も
対
象

と
し
、
交
付
金
単
価
な
ど
は

今
後
、
設
定
す
る
。

ま
た
、
同
対
策
の
「
環
境

負
荷
軽
減
型
持
続
的
生
産
支

援
推
進
」
で
は
、
都
道
府
県

協
議
会
が
行
う
環
境
負
荷
軽

減
型
持
続
的
生
産
支
援
の
実

施
の
た
め
の
推
進
活
動
、
要

件
確
認
、
事
業
効
果
の
測
定

な
ど
を
支
援
す
る（
定
額
）。

厚
労
省
は
デ
ン
マ
ー
ク
産

の
牛
肉
及
び
牛
の
内
臓
（
以

下「
牛
肉
等
」）に
つ
い
て
、

８
月
３１
日
付
で
輸
入
条
件
を

見
直
し
た
。
牛
肉
等
の
月
齢

制
限
（
３０
ヵ
月
齢
以
下
）
は

撤
廃
さ
れ
た
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）

発
生
履
歴
の
あ
る
同
国
か
ら

の
牛
肉
等
に
つ
い
て
は
、
１６

年
２
月
か
ら
、
３０
ヵ
月
齢
以

下
に
限
定
し
て
輸
入
を
再
開

し
た
。

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会

は
昨
年
１２
月
、
「
デ
ン
マ
ー

ク
か
ら
輸
入
さ
れ
る
牛
肉
及

び
牛
の
内
臓
の
月
齢
条
件
を

『
条
件
無
し
』
と
し
た
と
し

て
も
、
人
へ
の
リ
ス
ク
は
無

視
で
き
る
」
と
の
食
品
健
康

影
響
評
価
結
果
を
同
省
に
通

知
し
た
。

同
省
は
同
結
果
を
踏
ま

え
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
と
の

協
議
等
を
行
っ
た
結
果
、
輸

入
条
件
を
次
の
と
お
り
見
直

す
こ
と
と
し
た
。

・
輸
入
条
件
と
し
て
、
現

行
３０
ヵ
月
齢
の
月
齢
制
限
を

撤
廃
す
る
。

・
輸
入
が
認
め
ら
れ
な
い

特
定
危
険
部
位
は
、
全
月
齢

の
扁
桃
及
び
回
腸
遠
位
部
並

び
に
３０
ヵ
月
齢
超
の
牛
の
頭

部
、
脊
髄
及
び
脊
柱
と
す

る
。同

国
産
牛
肉
の
輸
入
実
績

は
、
２０
年
に
約
２
５
２
㌧
、

２１
年
（
７
月
ま
で
）
に
約
１

０
５
㌧
と
な
っ
て
い
る
。

開
拓
組
織
の
動
き

１０
月
後
半
か
ら
１１
月
下
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
及
び
関
係
機

関
・
団
体
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

１０
月

１８
日

宮
崎
県
乳
用
牛
肥
育

事
業
農
協
枝
肉
共
進
会

（
宮
崎
）

２２
日

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

第
３２
期
定
時
株
主
総
会

（
熊
本
）

２６
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
開
連
理
事
会

２７
日

全
開
連
第
７３
回
通
常

総
会全

開
連
理
事
会
・
監

事
会

２９
日

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共

励
会（
東
京
食
肉
市
場
）

１１
月

５
日

全
開
連
東
日
本
地
区

開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

（
東
京
食
肉
市
場
）

九
州
開
拓
連
絡
協
議

会
と
九
州
農
政
局
と
の

意
見
交
換
会
（
熊
本
）

３０
日

宮
崎
県
乳
用
牛
肥
育

事
業
農
協
第
５９
回
通
常

総
会

宮
城
県
中
部
の
王
城
寺
原

開
拓
地
は
、
旧
陸
軍
の
演
習

場
跡
地
に
立
地
す
る
。
加
美

し
か

ま

お
お
ひ
ら

郡
色
麻
町
と
黒
川
郡
大
衡
村

に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

４５
年
８
月
の
終
戦
で
米
軍

に
接
収
さ
れ
た
約
４
０
０
０

㌶
の
旧
陸
軍
施
設
は
、
同
年

１０
月
、
宮
城
県
に
譲
渡
さ
れ

た
。
農
林
省
（
当
時
）
の
緊

急
開
拓
地
区
の
指
定
を
受

け
、
開
拓
事
業
が
開
始
さ
れ

た
。
旧
満
州
（
現
中
国
東
北

部
）
か
ら
の
引
揚
者
、
復
員

者
、
戦
災
者
、
地
元
増
反
者

ら
４
０
０
戸
余
り
が
入
植
し

た
。
入
植
者
は
ま
ず
、
移
住

し
て
い
る
旧
兵
舎
の
周
り
の

空
き
地
を
開
墾
し
て
、
自
家

用
野
菜
を
作
り
始
め
た
。

米
軍
は
４７
年
、
演
習
場
と

し
て
使
用
す
る
た
め
に
再
接

収
し
、
開
拓
地
南
側
の
移
住

者
に
立
ち
退
き
を
命
令
。
２

０
２
戸
の
開
拓
者
が
立
ち
退

き
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、一
部
の
地
区（
４

２
０
㌶
）
が
返
還
さ
れ
、
５３

年
に
は
８
５
０
㌶
の
解
除
が

決
定
し
た
。
開
拓
者
一
丸
と

な
っ
て
の
強
い
要
求
、
熱
意

が
実
を
結
ん
だ
。
演
習
場
は

５８
年
、
米
軍
の
完
全
撤
退
に

よ
り
、
陸
上
自
衛
隊
の
「
王

城
寺
原
演
習
場
」と
な
っ
た
。

開
拓
地
は
火
山
灰
土
の
強

酸
性
土
壌
だ
っ
た
。
不
利
な

条
件
を
乗
り
越
え
、
冷
害
な

ど
幾
多
の
試
練
に
耐
え
、

開
拓
に
精
進
し
た
。
営
農

形
態
は
畑
作
か
ら
酪
農
、

水
田
作
へ
と
変
化
し
て
い

っ
た
。

色
麻
町
役
場
前
に
二
つ

の
石
碑
が
並
ん
で
い
る

（
写
真
㊤
）
。
右
側
の
塔

は
、
色
麻
村
（
当
時
）
出
身

の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た

め
、
６７
年
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
碑
銘
は「
招
魂
碑
」。

碑
文
に
は
、
「
嗚
呼

諸
士

の
烈
々
な
献
身
殉
国
の
大
節

は
永
く
青
史
を
照
ら
し
後
世

を
安
ん
ぜ
ん

題
し
て
招
魂

碑

此
の
文
字
に
刻
ま
れ
た

吾
が
郷
土
の
英
魂
三
百
余
柱

の
遺
芳
永
く
後
世
に
伝
え
ん

と
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

左
側
及
び
写
真
㊦
の
碑
は

９４
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
碑
銘
は
「
満
州
開
拓
団

殉
難
の
碑
」
。
４５
年
８
月
、

旧
ソ
連
の
参
戦
や
終
戦
の
混

乱
で
、
色
麻
村
の
開
拓
団
で

も
多
数
の
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
。
碑
文
に
は
、
「
か
つ
て

渡
満
の
同
志
が
発
起
人
と
な

り
、
町
民
各
位
或
い
は
有
志

の
方
々
の
御
芳
志
を
仰
ぎ
、

肉
親
の
方
々
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、親
の
、子
の
心
情
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
殉
難

者
の
御
冥
福
を
祈
る
と
と
も

に
、
世
界
平
和
の
た
め
に
二

度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
、

こ
こ
に
鎮
魂
慰
霊
の
碑
を
建

立
す
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

地目別の交付面積
（単位 : ha）
採草放牧地
１３，３７５
（２．１％）
１２，４０５
（２．０％）

９７０
（１４．７％）

１１
（０．０％）

１１
（０．０）
―
（―）

１３，３６４
（４．１％）
１２，３９４
（３．９％）

９７０
（１４．７％）

草地
２７５，４８１
（４３．１％）
２７４，５２３
（４３．４％）

９５９
（１４．５％）
２７１，３９８
（８６．８％）
２７１，３９８
（８６．８％）

―
（―）
４，０８３
（１．３％）
３，１２４
（１．０％）

９５９
（１４．６％）

畑
４９，２６０
（７．７％）
４８，５４８
（７．７％）

７１１
（１０．８％）
４，８９５
（１．６％）
４，８９５
（１．６％）

―
（―）

４４，３６５
（１３．６％）
４３，６５３
（１３．７％）

７１１
（１０．８％）

田
３００，７９５
（４７．１％）
２９６，８３３
（４６．９％）
３，９６２

（６０．０％）
３６，３１２
（１１．６％）
３６，２８９
（１１．６％）

２３
（１００．０％）
２６４，４８３
（８１．１％）
２６０，５４４
（８１．５％）
３，９３９

（５９．９％）

計
６３８，９１１
（１００．０％）
６３２，３０９
（１００．０％）

６，６０３
（１００．０％）
３１２，６１６
（１００．０％）
３１２，５９３
（１００．０％）

２３
（１００．０％）
３２６，２９６
（１００．０％）
３１９，７１６
（１００．０％）

６，５８０
（１００．０％）

計

集落協定

個別協定

計

集落協定

個別協定

計

集落協定

個別協定

全

国

北
海
道

都
府
県

デ
ン
マ
ー
ク
産
牛
肉
の

月
齢
制
限
撤
廃
厚
労
省

交
付
面
積
２.６
万
㌶
減
、協
定
数
２
千
減

２０年度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
実
施
状
況

宮城県色麻町・王城寺原開拓地

慰霊塔「招魂碑」と
「満州開拓団殉難の碑」

エコ畜事業

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
を
対
象
に

２２
年
度

予

算

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
て
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㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

９
月
２１
日
に
「
消
費
者
動
向

調
査
（
２１
年
７
月
）
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
全
国
の
２０

〜
７０
代
の
男
女
２
０
０
０
人

を
対
象
に
行
っ
た
も
の
。
食

の
志
向
は
、
健
康
志
向
が
前

回
に
続
い
て
上
昇
し
、
再
び

経
済
性
志
向
を
上
回
っ
た
。

３
大
志
向
は
変
わ
ら
ず

「
健
康
志
向
」
「
経
済
性
志

向
」
「
簡
便
化
志
向
」
の
３

つ
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
者
の
食
の
志
向
は
、

「
健
康
志
向
」
が
４５
・
４
％

と
前
回
調
査
（
２１
年
１
月
調

査
）か
ら
４
・
０
㌽
上
昇
し
、

２
半
期
連
続
の
上
昇
と
な
っ

た
。
年
代
別
に
み
る
と
、
６０

代
で
５９
・
５
％
と
６
・
６
㌽

上
昇
し
た
ほ
か
、
２０
代
・
４０

〜
６０
代
で
前
回
調
査
か
ら
上

昇
し
て
い
る
。

「
経
済
性
志
向
」
は
３６
・

１
％
で
、
前
回
か
ら
０
・
６

㌽
上
昇
し
た
。
年
代
別
に
み

る
と
、
２０
代
が
５０
・
６
％
で

８
・
２
㌽
上
昇
す
る
な
ど
、

２０
〜
３０
代
及
び
、
５０
〜
６０
代

で
上
昇
し
た
。

「
簡
便
化
志
向
」
は
３５
・

０
％
で
、
前
回
か
ら
２
・
３

㌽
低
下
し
た
。年
代
別
で
は
、

３０
代
が
４４
・
８
％
で
３
・
１

㌽
低
下
す
る
な
ど
、
３０
〜
６０

代
で
低
下
し
た
。

食
料
品
を
購
入
す
る
時
に

国
産
品
か
を
気
に
か
け
る
か

で
は
、
「
気
に
か
け
る
」
が

６８
・
３
％
で
、
前
回
か
ら
５

・
８
㌽
低
下
し
た
。
一
方
、

「
気
に
か
け
な
い
」
は
２８
・

０
％
で
、
前
回
か
ら
６
・
４

㌽
上
昇
し
た
。年
代
別
で
は
、

特
に
、
２０
代
で
「
気
に
か
け

な
い
」が
４６
・
８
％
と
な
り
、

前
回
か
ら
１５
・
２
㌽
増
と
、

大
幅
に
上
昇
し
た
（
図
）
。

国
産
食
品
と
輸
入
食
品
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
国

産
食
品
の
「
価
格
が
高
い
」

「
安
全
で
あ
る
」
の
イ
メ
ー

ジ
に
大
き
な
差
は
無
か
っ

た
。一

方
、
輸
入
食
品
に
対
す

る
価
格
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
安

い
」
の
割
合
は
前
回
調
査
か

ら
横
ば
い
だ
っ
た
も
の
の
、

安
全
面
で
は「
問
題
が
あ
る
」

が
３０
・
１
％
で
、
前
回
か
ら

５
・
８
㌽
低
下
し
た
。
「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
は
６７

・
１
％
で
前
回
か
ら
６
・
１

㌽
上
昇
し
、
輸
入
食
品
へ
の

抵
抗
感
が
薄
ま
っ
て
い
る
。

国
産
食
品
の
安
全
イ
メ
ー

ジ
で
は
、
「
安
全
で
あ
る
」

は
７０
代
が
７６
・
５
％
、
５０
代

が
７０
・
０
％
、
６０
代
が
６９
・

４
％
な
ど
で
高
く
、
全
世
代

で
６
割
を
超
え
て
い
る
。

一
方
、輸
入
食
品
で
は「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
２０

代
が
７９
・
２
％
、
３０
代
が
７４

・
９
％
、
４０
代
が
７４
・
１
％

の
順
で
高
く
、
年
代
が
下
が

る
ほ
ど
安
全
面
の
イ
メ
ー
ジ

の
抵
抗
感
が
薄
い
こ
と
が
う

か
が
え
た
。

国
産
食
品
の
輸
入
食
品
に

対
す
る
価
格
許
容
度
で
は
、

「
割
高
で
も
国
産
品
を
選
ぶ
」

は
「
１
割
高
ま
で
〜
３
割
高

を
超
え
る
価
格
で
も
国
産
品

を
選
ぶ
」
は
５４
・
１
％
で
過

半
を
維
持
し
た
も
の
の
、
前

回
か
ら
４
・
８
㌽
低
下
し
た
。

「
同
等
の
価
格
な
ら
国
産
品

を
選
ぶ
」
は
２８
・
９
％
で
前

回
か
ら
２
・
４
㌽
上
昇
し
た

も
の
の
、
「
国
産
品
へ
の
こ

だ
わ
り
は
な
い
」
も
１７
・
０

％
と
前
回
か
ら
２
・
２
㌽
上

昇
し
て
い
る
。

㈱
ク
ロ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
９
月
１５
日
に
「
フ
ル

ー
ツ
に
関
す
る
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
調
査
対
象

は
全
国
の
２０
〜
６９
歳
の
男
女

１
１
０
０
人
。
秋
に
食
べ
た

い
フ
ル
ー
ツ（
以
下
、
果
物
）

は
ナ
シ
が
５９
・
０
％
と
ト
ッ

プ
で
、
季
節
を
意
識
し
て
食

べ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。

◆
「
こ
の
秋
、
食
べ
た
い

果
物
（
複
数
回
答
）
」
の
順

位
は
、
図
の
と
お
り
。

上
位
３
つ
の
各
果
物
の
傾

向
は
次
の
と
お
り
。

【
ナ
シ
】
男
女
別
で
は
、

女
性
が
６４
・
９
％
で
、
男
性

よ
り
も
１１
・
８
㌽
高
い
。
年

代
別
で
は
、
６０
代
が
７１
・
８

％
、
５０
代
が
６２
・
３
％
、
４０

代
が
６１
・
４
％
の
順
。
性
年

代
別
で
は
、
男
性
は
６０
代
が

７１
・
８
％
、
女
性
は
５０
代
と

６０
代
が
７１
・
８
％
で
、
男
女

と
も
高
年
代
で
高
い
傾
向
が

う
か
が
え
た
。

【
ブ
ド
ウ
】男
女
別
で
は
、

女
性
が
５０
・
０
％
で
、
男
性

よ
り
１３
・
１
㌽
高
か
っ
た
。

年
代
別
で
は
、
６０
代
が
５７
・

７
％
、
３０
代
が
４３
・
６
％
、

５０
代
が
４３
・
２
％
の
順
。
性

年
代
別
で
は
、
男
性
は
６０
代

が
５３
・
６
％
、
女
性
は
３０
代

が
６２
・
７
％
と
そ
れ
ぞ
れ
最

も
高
か
っ
た
。

【
モ
モ
】
男
女
別
で
は
女

性
が
４３
・
８
％
で
、
男
性
よ

り
も
８
・
０
㌽
高
か
っ
た
。

年
代
別
で
は
、
６０
代
が
４３
・

６
％
、
５０
代
が
４２
・
３
％
、

４０
代
が
４１
・
８
％
の
順
。
性

年
代
別
で
は
、
男
性
は
５０
代

と
６０
代
が
４１
・
８
％
、
女
性

は
４０
代
が
４８
・
２
％
で
最
も

高
か
っ
た
。

◆
「
果
物
を
食
べ
る
時
に

意
識
し
て
い
る
こ
と
（
同
）
」

に
つ
い
て
は
、
「
旬
の
果
物

を
食
べ
る
よ
う
に
す
る
」
が

２８
・
２
％
、
「
手
が
汚
れ
な

い
よ
う
１
口
サ
イ
ズ
に
カ
ッ

ト
す
る
」が
１８
・
８
％
、「
外

側
の
皮
は
念
入
り
に
洗
う
」

が
１８
・
１
％
の
順
で
高
か
っ

た
。上

位
３
項
目
の
傾
向
は
次

の
と
お
り
。

【
旬
の
果
物
】
男
女
別
で

は
、
女
性
が
３７
・
８
％
で
男

性
よ
り
も
１９
・
３
㌽
高
か
っ

た
。
年
代
別
で
は
６０
代
が
４４

・
５
％
、
５０
代
が
２９
・
５
％
、

４０
代
が
２４
・
５
％
の
順
。
性

年
代
別
で
は
、
男
性
は
３０
・

９
％
、
女
性
は
５８
・
２
％
で

そ
れ
ぞ
れ
最
も
６０
代
が
高
か

っ
た
。

【
１
口
サ
イ
ズ
】
男
女
別

で
は
、
女
性
が
２４
・
７
％
で

男
性
よ
り
１１
・
８
㌽
高
い
。

年
代
別
で
は
、
６０
代
が
２２
・

３
％
、
５０
代
が
２０
・
５
％
、

２０
代
と
４０
代
が
１７
・
３
％
の

順
。
性
年
代
別
で
は
、
男
性

は
６０
代
が
１８
・
２
％
、
女
性

は
５０
代
が
３０
・
９
％
で
そ
れ

ぞ
れ
最
も
高
い
。

【
外
側
の
皮
】
男
女
別
で

は
、
女
性
が
２３
・
６
％
で
男

性
よ
り
も
１１
・
１
㌽
高
い
。

年
代
別
で
は
、
２０
代
が
２０
・

０
％
、
６０
代
が
１９
・
５
％
、

４０
代
と
５０
代
が
１７
・
３
％
の

順
。
性
年
代
別
で
は
、
男
性

は
２０
代
が
１５
・
５
％
、
女
性

が
６０
代
が
２５
・
５
％
で
そ
れ

ぞ
れ
最
も
高
か
っ
た
。

◆
「
こ
れ
ま
で
に
食
べ
た

こ
と
は
無
い
が
食
べ
て
み
た

い
果
物
（
同
）
」
は
「
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
」
が
１７
・
２

％
、
「
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ
」

が
１５
・
４
％
、
「
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
」
が
１５
・
３
％

の
順
で
高
い
。

農
水
省
が
９
月
２４
日
に
公

表
し
た
２０
年
度
の
「
野
生
鳥

獣
資
源
利
用
実
態
調
査
結

果
」
に
よ
る
と
、
野
生
鳥
獣

の
解
体
頭
・
羽
数
は
増
加
し

た
も
の
の
、
ジ
ビ
エ
利
用
量

と
食
肉
と
し
て
の
販
売
は
と

も
に
減
少
し
て
い
る
。

食
肉
処
理
施
設
で
の
野
生

鳥
獣
の
解
体
頭
・
羽
数
は
１３

万
４
２
７
０
頭
・
羽
で
、
前

年
度
と
比
べ
て
１
万
２
０
６

７
頭（
９
・
９
％
）増
加
し
た
。

種
類
別
に
み
る
と
、
シ
カ

が
８
万
５
８
４
０
頭
（
４
・

９
％
増
）
、
イ
ノ
シ
シ
が
３

万
４
７
６
９
頭
（
０
・
８
％

増
）
、
鳥
類
が
１
万
２
１
７

６
頭
（
１
５
６
・
７
％
増
）

な
ど
の
順
で
多
い
。

ジ
ビ
エ
利
用
量
は
１
８
１

０
㌧
で
、
前
年
度
に
比
べ
１

９
８
㌧
（
９
・
９
％
）
減
少

し
た
（
図
）
。
う
ち
、
食
肉

と
し
て
販
売
し
た
量
は
２
０

７
㌧
減
っ
た
。

種
類
別
に
み
る
と
、
シ
カ

が
２
３
０
㌧
減
、
イ
ノ
シ
シ

が
２１
㌧
増
、鳥
類
・
ク
マ
な
ど

の
そ
の
他
鳥
獣
は
２
㌧
増
だ

っ
た
。
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
利
用

量
は
２４
㌧
減
少
し
て
い
る
。

農
水
省
が
９
月
７
日
公
表

し
た
２０
年
の
「
農
作
物
作
付

（
栽
培
）
延
べ
面
積
及
び
耕

地
利
用
率
」
に
よ
る
と
、
田

畑
計
の
作
付
（
栽
培
）
延
べ

面
積
が
減
少
し
、
耕
地
利
用

率
も
低
下
し
て
い
る
。

田
畑
計
の
作
付
（
栽
培
）

延
べ
面
積
は
３
９
９
万
１
千

㌶
だ
っ
た
。
野
菜
・
飼
料
作

物
な
ど
で
作
付
け
面
積
が
減

り
、
前
年
か
ら
２
万
８
千
㌶

（
１
％
）
減
っ
た
。
耕
地
利

用
率
は
９１
・
３
％
で
、
前
年

か
ら
０
・
１
㌽
低
下
し
た
。

田
の
作
付
（
栽
培
）
延
べ

面
積
は
２
２
０
万
９
千
㌶

で
、
１
万
１
千
㌶
（
０
・
５

％
）
減
っ
た
。
麦
類
（
子
実

用
）
、
そ
ば
（
乾
燥
子
実
）

の
増
加
な
ど
か
ら
、
耕
地
利

用
率
は
９２
・
９
％
で
、
０
・

１
㌽
増
え
た
。

畑
の
作
付
（
栽
培
）
延
べ

面
積
は
１
７
８
万
２
千
㌶
だ

っ
た
。
１
万
７
千
㌶（
１
％
）

減
少
し
た
。
耕
地
利
用
率
は

８９
・
４
％
で
、
０
・
４
㌽
低

下
し
た
。
麦
類（
子
実
用
）、

野
菜
な
ど
の
そ
の
他
作
物
の

減
少
な
ど
が
影
響
し
た
。

２０年農作物作付（栽培）延べ面積及び耕地利用率（全国）

区分

田畑計 田 畑

作付（栽培）
延べ面積

前年との比較 作付（栽培）
延べ面積

前年との比較 作付（栽培）
延べ面積

前年との比較

対差 対比 対差 対比 対差 対比

ha ha ％ ha ha ％ ha ha ％

作付（栽培）延べ面積① ３,９９１,０００ △２８,０００ ９９ ２,２０９,０００ △１１,０００ １００ １,７８２,０００ △１７,０００ ９９

水 稲 （ 子 実 用 ） １,４６２,０００ △７,０００ １００ … nc nc … nc nc

麦 類 （ 子 実 用 ） ２７６,２００ ３,２００ １０１ １７６,４００ ４,１００ １０２ ９９,８００ △１,０００ ９９

大豆（乾燥子実） １４１,７００ △１,８００ ９９ １１４,２００ △１,８００ ９８ ２７,５００ △１００ １００

そば（乾燥子実） ６６,６００ １,２００ １０２ ３８,９００ ７００ １０２ ２７,８００ ６００ １０２

なたね（子実用） １,８３０ △７０ ９６ … nc nc … nc nc

そ の 他 作 物 ２,０４３,０００ △２３,０００ ９９ ４１７,２００ △６,１００ ９９ １,６２６,０００ △１７,０００ ９９

耕 地 面 積 ② ４,３７２,０００ △２５,０００ ９９ ２,３７９,０００ △１４,０００ ９９ １,９９３,０００ △１１,０００ ９９

耕 地 利 用 率 ① ／ ② ９１.３% △０.１㌽ … ９２.９% ０.１㌽ … ８９.４% △０.４㌽ …

２０
年
度
ジ
ビ
エ
利
用
量
１
８
１
０
㌧
に
減

「
健
康
志
向
」が
２
半
期
連
続
上
昇

日本公庫

シ
カ
の
食
肉
販
売
減
少
が
影
響

２０
代「
国
産
か
気
に
か
け
な
い
」５
割
弱
に

「
秋
に
食
べ
た
い
」ナ
シ
が
ト
ッ
プ

野菜・飼料作物など減少が影響

「
旬
の
果
物
」意
識
３
割
で
最
多

２０年作付延べ面積
４００万 ヘ ク

タール 割 れ
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イチゴの施設栽培は、ハダニ類が発
生しやすい時期が長く、薬剤耐性も得
やすいことから、化学合成殺ダニ剤だ
けで防除することが難しい。
新潟県農業総合研究所園芸研究セン
ターはハダニ類の天敵であるミヤコカ
ブリダニ（以下、ミヤコ）のバンカー

製剤（ミヤコがゆっくりと放出される
パック製剤を耐水性紙で保護した設置
型の天敵製剤、以下「天敵製剤」）を
使い、１０月下旬に防除を実施。冬季に
日照の少ない地域でも安定した効果が
期待できるＩＰＭ（総合的病害虫・雑
草管理）防除体系を構築した。
▼方法
試験は１６～１９年度にかけて行った。
①育苗期前半（７～８月）：有機リン
剤などの非選択性殺虫剤を使用②育苗
期後半（９月）：ミヤコへの残効性が
短いネオニコチノイド系などの殺虫剤
を使用③定植以降：ミヤコへの残効性
の短い殺ダニ剤を集中して散布④１０月
下旬に天敵製剤を１００個／１０ａ設置―
の順序で行った。

定植後から約２週
間ごとに、全体から
万べんなく５０枚程度
の小葉裏面を観察
し、病害虫を調査し
た。害虫とミヤコの
識別には拡大率１０倍
のルーペが適してお
り、焦点固定型のリ
ネンテスター（折り
畳み式の固定しやす
い虫メガネ）を使うと、虫に精通して
いなくても簡単に識別できる（図１）。
▼結果
試験の結果は、図２のとおり。天敵
製剤を使用した区ではハダニ類の増殖
を食い止めることができ、天敵製剤を
使用しなかった対照区ではハダニ類が
冬に大量に増殖した。
製剤導入により、ハダニ類の密度を
低く抑えることができた。また、ハダ
ニ類が発生していなくても、ミヤコは

イチゴの花粉などをエサに生息し続け
ることができる。
製剤導入後も、必要な際には、発生し
ている害虫を観察し、退治したい害虫
に合わせてミヤコに影響の少ない殺虫
剤を使用することが重要となる。また、
同センターは留意点として、ハダニ類
が多発生した状態で天敵製剤を導入し
ても防除効果が得られにくいこと、農
薬を使用する際には最新の登録内容を
確認することが必要だとしている。

農研機構は９月１４日、オンラインシ
ンポジウム「茶におけるスマート農業
の現状と課題」を開催した。農水省が
１９年度から開始した「スマート農業技
術の開発・実証プロジェクト」の技術
を利用した、各地の実証試験の結果を
報告した。
～静岡県の実証事例～
静岡県では、茶園が分散しており巡
回・観察に多くの時間がかかる、作業
の進捗管理が困難―といった課題を抱
えている。そこで、事例の牧之原市、
島田市では、①作業記録ツールＧＡＰ
認証支援サービス②リモートセンシン
グ（カメラ）―などを用いて、管理の
省力化を行った。
①の記録ツールを用いた作業内容の
データ化では、ツールを用いることで、
作業時間を従来の２５～４３％削減でき
た。作業内容ごとの時間を見える化し、
改善することもできた。②のカメラを
用いた省力化では、生産者の観察の仕
方に応じて撮影場所の高さや角度を調
整。実証でそれぞれ
のカメラ位置での各
項目の確認の可否が
分かった（表）。見
回りに要した時間
は、一番茶期で１６％、
二番茶期で５８％、秋
冬番茶期で４２％それ
ぞれ削減することが
できた。
作業時間の削減に
カメラは大きな活躍

をしたが、費用がかかるため、設置場
所を精査する、導入期間を限定して未
使用期に他の作物に使うなどの対策が
必要とみられる。
～京都府の実証事例～
京都府では高齢化などにより労働人
口が減少している。また、事例の南山
城村の中山間傾斜地の茶園は、平地と
比べて防除作業などの負担が大きい、
などの問題がある。実証したのは、①
茶生育等予測マッピングシステム②傾
斜地リモートセンシング③乗用型散布
量自動調整防除機―などを用いた省力
生産体系。
①のマッピングシステムでは、ほ場
単位で地点を登録し、７日先までの気
温や降霜、摘採適期、クワシロカイガ
ラムシの防除適期などの予測を、アラ
ート機能で知らせる。巡回回数の軽減
や、確認負担の軽減に役立った。②の
ドローンでは、茶園内の茶株の異常な
どを確認することができ、害虫被害に
よる変色や欠株などを確認できた。空

撮により生産者のほ場巡回時間を
７５％削減できた（図）。
各地域・農園で必要とする技術
やコストは異なるものの、スマー
ト農業で、省力化や負担軽減がで
きることが実証事例からうかがえ
た。使いやすい技術を検討し、生
産者の負担軽減に役立てたい。

農水省は、「栽培から出荷までの
野菜の衛生管理指針（第２版）」を
作成した。１１年６月の策定以来、１０
年ぶりの改訂。生鮮野菜を衛生的に
保ち、有害な微生物による食中毒の
発生を防ぐため、衛生上の注意すべ
き点をまとめた。
食中毒を起こす微生物（腸管出血
性大腸菌やサルモネラなどの細菌、
ノロウイルスなど）を「付けない」
「増やさない」ための衛生管理が重
要。同指針では、①野菜の栽培から
出荷までの各工程における対策②野
菜の栽培環境や関連
施設の管理③野菜を
取り扱う作業者の健
康及び衛生管理―に
分けて、生産現場で
の注意点を整理している。
このうち、栽培におけるポイント
は次のとおり。
【かん水や薬剤散布に使う水】
・使用前に、水の濁りや異臭がな
いことを確認する。
・汚水や汚物により水が汚染され
ないよう、水源、水路、バルブ等や、
それらの周辺を定期的に点検し、適
宜、整備・清掃する。
・収穫１週間以内の生で食べられ
る野菜（収穫部位）に対しては、安全
性を確認した水※、飲用に適した水

または消毒した水を使うよう努める。
※検査で大腸菌が１００個／１００ml
（目安）以下を確認した水
・やむを得ず、これら以外の水を使
う場合には、できるだけ収穫まで日を
空ける。
【家畜ふん堆肥】
・製造時の堆肥の内部温度を測定し、

５５℃以上が３日間以上続いていること
を確認するよう努める。
・十分に堆肥化したか、色や臭い、
手触りを確認する。
・これらが確認できない堆肥の場合

は、施用から収穫ま
で２ヵ月（土壌に近
く、土が付き得る野
菜は４ヵ月）以上空
けるよう努める。

【農機具、収穫容器等】
・農機具や収穫容器、資材は清潔に
保ち、他の目的には使わない。
・収穫する野菜に直接触れるハサミ
やナイフ等の農具は、使ったその日の
うちに洗い、必要に応じて消毒する。
・コンテナ等の収穫容器は、定期的
に洗う、地面に直接触れないようシー
トを敷く、容器の中に敷物を入れて使
うなどにより、清潔に保つ―など。
同指針には自分の衛生管理の取り組
みをチェックするためのシートが付い
ており、同省はその活用を促している。

フィールドカメラの画像評価
区分 高さ１.５ｍ 高さ３ｍ 高さ５ｍ
萌芽期 ◎ × ×
開葉状況 ◎ ◎ ○

生育のばらつき × ◎ ◎
摘採 ◎ ◎ ○

整せん枝 ◎ ◎ ◎
防除 ○ × ×
施肥 × × ×
除草 × ○ ◎

作業への支障 ×
（乗用型機械） ◎ ◎

評価 × ○ ○
静岡県経済産業部お茶振興課の資料から

天敵製剤でイチゴのハダニ防除
殺ダニ剤の散布が不要に

図１ ２週間ごとの
害虫調査の方法

カメラやドローンで見回り作業省力
茶のスマート農業シンポジウムから

生鮮野菜に有害微生物を
「付けない」「増やさない」
衛生管理指針１０年ぶり改訂
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乳牛の飼養管理にかかる時間は非常
に長く、乳量などの生産性は維持しつ
つ、生産者の労働が軽減される方法が
望まれている。中でも給餌やエサ寄せ
などの飼槽管理は乾物摂取量を左右
し、健康の維持に大きな影響を及ぼす。
北海道の十勝農業改良普及センター
十勝南部支所は、飼槽管理を工夫する
ことにより、乳量や繁殖性などの成績
を維持しながら、省力化できる方法を
提案した。
～方法～
幕別町のフリーストール農場６戸で
調査を行った。飼槽のＴＭＲの頂点の
測定、ＴＭＲの粒度変化による選び食
いの度合い―など、５項目について調
査した。調査は１度目の給餌から次の
給餌までの約１２時間とし、季節による
違いを確認するため、７～８月（夏
季）、１１～１２月（冬季）の２季に行っ
た。繁殖性が良好で泌乳量が高い２戸
は観察時間をさらに延ばし、改めて調

査日を設け、２４時間調査した（冬季）。
給餌後の時間経過に伴う採食頭数・
ＴＭＲの粒度分布の変化から、固め食
い及び選び食いの程度と調査月の乳量
・繁殖性との関係を調査した。
～結果～
１．採食行動の傾向
エサ寄せ回数が少ない農場では選び
食いが多く起きていたが、夕方１回給
餌では給与するＴＭＲ量が多いため、
給餌後４時間が経っても乳牛の口に届
く範囲に十分な量のＴＭＲがあり、朝
夕２回給餌に比べて選び食いが少ない
ことが分かった。また、冬季に夕方１
回給餌を行っている農場
はいずれも繁殖性が良好
で、泌乳量が高かった。
季節に関係なく固め食い
と受胎率には強い負の相
関がみられ、乳量も低か
った。また、１日の採食
回数が多いほど産乳性が

高かった（図）。
最も採食量が多くなる位置である
「採食ターゲット」を計ったところ
（写真）、飼槽壁から３０～６０㎝の位
置だった。
２．省力と両立した飼槽管理法
このことから、大前提として①飼
槽を絶対に空にしない②エサ寄せは
できるだけ頻繁に行う（エサ寄せロボ
ットの導入）―の２点の重要性が確認
された。つなぎ飼い牛舎でも少量多回
採食が生産性（ルーメンの安定・繁殖
成績の向上等）にとっての基本である
原則は同じだが、飼槽壁が低く１日分
のＴＭＲは置けないため、夜と朝のＴ
ＭＲの給与配分を６：４または７：３
にするなどの対応が可能とみられる。
また、労働力が無い場合には、給餌
タイミングは「夕方１回給餌」「２回
給餌で給与配分を７（夜）：３（朝）の

ように調整」、エサ寄せは「給餌後１時
間と４時間以内（採食行動に合わせた
掃き寄せ）」、飼槽内のエサを置く位置
は「飼槽壁から３０～６０㎝の位置（採食
ターゲット位置、給餌後１時間でＴＭ
Ｒの高さが最も低くなった位置）」―で
行うことにより、乳生産・繁殖性、牛
の健康を維持し省力と両立できること
が分かった。
自分の農場に合った方法で、牛を元
気に長く飼うための工夫をすることが
望まれる。

子豚は寒さに弱い。離乳豚舎の暖房
では、使用エネルギーを削減した効率
的な寒さ対策が求められている。
密閉縦型堆肥化装置（以下「コンポ」）
で家畜ふんを堆肥化処理する時に発生
する発酵熱から、熱交換器を使って温
水を作り、離乳豚舎の床暖房のエネル
ギーに利用し、灯油代を削減する技術
の実証試験を神奈川県畜産技術センタ
ーが行った。
《方法》
試験は１６～１８年度にかけて行った。
平均外気温８．１℃の環境下で、２００Ｌタ
ンクの水温４０℃以上を目標に４５℃上限
で制御した。
ともに１９㎥のコンポ２基を、原料の
投入時間を７時間ずつずらして稼働。
コンポ稼働により得られた排気熱と、
熱交換器を使って得られた温水タンク
を通した温水を、離乳豚舎の床暖房パ
ネル１０枚で床暖房のエネルギーとして
利用した。
《結果》
同技術により、安定した温水の確保
と床暖房の利用が可能だった。冬季の
豚舎内温度は、床暖房未設置の豚房と
比べて２．８℃上昇した。コンポの排気熱
のみで温水タンク内が４０℃以上に保て
た時間は、季節ごとの７２時間ずつの調

査では、年間平均６４時間５４分となった。
暖房を最も多く必要とする冬季に
８５．１％のボイラー稼働時間削減（春
季：９０．５％、夏季：９４．５％）に成功し
た。
コンポ２基への投入ふん量（肉豚

１３００頭飼養、農場全体の約３分の１）
相当の経営規模で使う床暖房パネルを

３０枚として、年間の灯油代は８５万４千
円削減が可能と試算された。熱回収利
用システムの設置コストの約３７０万円
は４．３年、床暖房設置コストの約３００万

円も併せて、約６．９年でコストが回収で
きる計算となった。
以上から、コンポ排気熱の利用によ
り、灯油代を削減し、約７年で設備代
も回収できることが示された。同セン
ターは留意点として、コンポの通気量
は熱交換器の仕様で変化する可能性が
あるため、設計風量の確保など堆肥化
が適切にできる状態を確認してからの
導入が必要なことなどを挙げている。
なお、この試験は、農研機構生研支
援センターイノベーション創出強化研
究推進事業（２８０２５Ｃ）にて実施された。

９月２８日に農水省で開催された２１
年度の「越境性動物疾病防疫対策強
化推進会議」では、日本を取り巻く
感染力の強い疾病の情報が共有され
た。冒頭、野上農水大臣が開会挨拶
を行い（写真）、「今年度もワクチ
ン接種済みの農場で豚熱の感染が確
認されている。全国的な対策強化を
お願いしたい」と述べた。
現在も世界各国で豚熱（ＣＳＦ）、
アフリカ豚熱（ＡＳＦ）、鳥インフ
ルエンザ、口蹄疫が猛威を振るい、
予断を許さない状況が続いている。
新型コロナウイルス感染症の影響に
より国境をまたぐ人の移動は抑えら
れているものの、流行地からの食品

などの輸入により、些細なきっかけで
農場に侵入する危険は変わらないた
め、生産者・関係者は高い防疫意識を
持ち続けることが求められる。
ＡＳＦは欧州・アジアともに散発し
ており、豚肉以外の畜種の輸入肉への
感染もみられている。口蹄疫は今年モ
ンゴルで発生が続いている。また、日
本ではＣＳＦはワクチンを接種した農
場でも患畜が確認されている。
会議で強く訴えかけられたのは、基
礎的な防疫作業に常に取り組むこと。
発生時に備え、防疫資材や緊急時の連
絡体制、埋却施設等の確認を行ってお
く。また、ＣＳＦ対策では、ワクチン
を接種している場合でも、野生イノシ

シの侵入対策や動力噴霧器を使ったタ
イヤ消毒の強化などが求められた。
ＡＳＦの有効な予防法・治療法はな
い。人の介在がＡＳＦ拡大の主要な経
路となっている。長期間冷凍された輸
入肉製品や包装資材にも注意が必要。
また、中国で弱毒化したＡＳＦウイル
スが発見されている。気付かぬうちに
大きく拡がってしまうウイルスも入っ
てくる危険性が高まっている。
基本的な防疫対策にどのような状況
下でも気を抜かず取り組み続け、侵入
防止を徹底することが重要となる。

「採食ターゲット」の測定

飼槽管理工夫し乳量維持と省力両立
飼料は飼槽壁から３０～６０㎝に

冬季に床暖房パネル上に集まって眠る子豚
離乳
豚 コンポ排気熱利用で燃料代削減
床暖房設置コスト７年で回収

神奈川県畜産技術センターの資料から

防疫徹底、豚熱侵入阻止
ワクチン過信せず対策を
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子牛は成牛に比べて被毛が薄く、体
脂肪が少なく第一胃の発酵熱も少ない
など、様々な理由から寒さに弱い。体
温維持に多くのエネルギーを使い発育
が低下する、免疫力が低いため病気を
しやすいなどの問題も起きやすい。昼
夜の寒暖差が激しくなる秋から複合的
に寒さ対策に取り組み、子牛を元気に
育てることが求められる。
～出生直後や哺乳期の対策～
生まれてすぐの羊水で体が濡れた状
態は、子牛の体温を急速に奪うため注
意が必要。体が濡れた状態で風に当て
ると気化熱で体の熱が激しく下がる。
出生後すぐに清潔なバスタオル等で速

やかに拭き取る。また、免疫力を高め
るために、初乳をなるべく素早く十分
に飲ませる。
代用乳を給与する際には、脂肪含量
の高いものを使う、代用乳の濃度を指
標の範囲で濃くする、給与回数を増や
す―などの対策でエネルギーを確保す
る。
また、ほ乳ロボットで管理する場合
は、ミキサの保温温度を少し上げる、
飲み残し排出時間を短めに設定する―
などの工夫をする。
～飼養管理の対策～
増体を確保し免疫力を上げるため、
スターター摂取量に気を配る。摂取量

を増やすには飲水量の確保が重要とな
るため、水は３９～４２度に暖めたものを
与える。発育不良を防ぐため、飼料は
バランスよく給与する。
カーフジャケットやネックウォーマ
ーなど、保温のためのウェアを活用し
て牛の体温の維持を図る。また、免疫
の中心となる腸管免疫がまだ未熟なた
め、お腹を冷やすと下痢などをしやす
くなる。お腹の下毛が長くなっている
子牛がいたら注意が必要。
～施設面からの対策～
敷料が水や尿で濡れていると、寒冷
ストレスになり、下痢などの病気の原
因になる。作業が終わる頃など、１日
の間にもできるだけ敷料の追加を行
う。休息場所に厚めに敷き、敷料はこ
まめに交換するようにし、乾燥した状
態を保つ。カーボンヒーターや保温箱
などで温めることも有効。
牛体に直接風が当たると体温が奪わ

れる。すき間風が子牛に当たらないよ
うに、すき間に板やシ―トを設置して
防止する。
また、カーフハッチは日当たりや風
向きに注目し、風がハッチ後ろから当
たるように向きを変える。地面より高
く設置して風や雨水の浸入を防止する
などの対策も取り入れる。
群飼育では、水槽に熱帯魚用のヒー
ターを入れておくなど、凍結防止を工
夫する。水槽やウォーターカップの掃
除に努め、清潔に保つ。
寒さや保温に気をかけ過ぎて換気が
手薄になると、ホコリやアンモニアの
濃度が高まり、肺が傷ついたり、湿度
が高くなり、病原体が増殖しやすくな
る。肺炎などの病気を防ぐため、朝や
天気の良い日の昼間は定期的に換気を
行う。子牛の体に風が直接当たらない
ようにしながら、入り口や窓を開放す
る。

農水省・（一財）畜産環境整備機構
・（国研）農研機構は共催で、９月８
日に２１年度の「畜産環境シンポジウム」
を開いた。温室効果ガス削減は、畜産
業を含め世界中の目標となっており、
牛を健康に飼いつつ、削減に取り組ん
でいる事例が紹介された。
その中で「肥育牛のアミノ酸バラン
ス飼料の給与事例紹介」と題して行わ
れた発表から、栃木県畜産酪農研究セ
ンターが行った温室効果ガス削減の試
験を紹介する。
○方法
温室効果ガスの削減の方法として、

飼養管理により、飼料タンパク質（窒
素）の節約→ふん尿への窒素排せつ量
の減少→ふん尿処理のＮ２Ｏ（一酸化二
窒素）の減少の流れができることを目
指して実施した。
ホルスタイン種去勢８頭を、試験区
４頭、対照区４頭に振り分けた。肥育
期間は７～１８ヵ月齢（前期：７～１０ヵ
月齢、後期：１０～１８ヵ月齢）で行った。
給与飼料の配合飼料について対照区で
与えているダイズ粕８２３ｇを試験区で
はトウモロコシ８００ｇ、バイパスアミノ
酸２３ｇに置き換えて給与した。原料代
に大きな差はなかった。

飼料の粗タンパク質含量は、対照
１７．２→試験１４．４％（前期）、対照１４．５→
試験１１．５％（後期）で設定した。
また、オガクズを敷料として、前期
は冬、後期は夏に排せつ物をチャンバ
ー（温室効果ガスを測定する施設、機
械）に投入し、ＧＨＧ（温室効果ガス）
の測定を開始、１～２週間ごとに切り
返しを実施した。
○結果
増体や枝肉重量に影響はなく、ふん
尿からの窒素排せつ量を１５％以上削減
することができ、また、アミノ酸バラ
ンス飼料で生産性に影響無くＮ２Ｏの
基になる窒素を削減することができ
た。配合飼料の粗タンパク質含量分析
値は、前期は試験区が１４．１、対照区は
１７．１で、後期は試験区が１２．１、対照区は
１３．３となった。

堆肥化の結果は、図のとおり。ＧＨ
Ｇが半分程度まで抑えられ、堆肥化す
る時期により排出量に違いはあったも
のの、飼料タンパク質の節約で削減が
できた。
その後、県内の民間の農場での実証
試験でも枝肉重量などで遜色ない結果
を得て温室効果ガスを削減することが
できた。
今後ますます、環境に配慮しながら、
持続的な畜産物生産を図っていくこと
が望まれる。政府は薬剤耐性（ＡＭＲ：Antimic

robial Resistance）対策に係る全国的
な普及啓発活動を推進するため、毎年
１１月を「薬剤耐性（ＡＭＲ）対策推進
月間」と定めている。
医療分野で、薬剤耐性菌による感染
症の増加が世界的な問題となってい
る。薬剤耐性とは、感染症の原因とな
る細菌に、抗生物質などの抗
菌剤が効きにくくなる、また
は効かなくなること。原因と
して、抗菌剤の使い過ぎがあ
り、人や動物の治療が困難となってい
る。
畜産分野では、動物用医薬品や飼料
添加物として、抗菌剤が使用されてい
る。家畜への抗菌剤の使用により増加
した薬剤耐性菌が、家畜の治療を困難
にするだけでなく、畜産物等を介して、
人の感染症の治療を困難にすることが
懸念されている。

農水省は、生産者や獣医師をはじめ
とする畜産関係者が実施すべき対策と
して、薬剤耐性問題を理解し、「抗菌
剤の慎重使用」を徹底することなどを
求めている。
具体的には、①飼養衛生管理の徹底
やワクチンの使用により感染症を減ら
し、抗菌剤の使用機会を減らすこと②

抗菌剤の使用を真に必要な場合に限定
すること―が対策の基本。国産畜産物
に対する消費者からの信頼に応えるた
め、また、家畜に対する抗菌剤の有効
性を維持するためには、畜産関係者が
一体となって対策に取り組む必要があ
ると指摘している。
生産者は次の４つのポイントに取り
組み、抗菌剤の慎重使用を徹底するこ

とが重要となる。
①感染症を予防する
飼養衛生管理水準の向上（施設内
の洗浄・消毒の徹底、十分な飼養ス
ペースの確保、適切な栄養管理など）
により、感染症を予防する。
②家畜の状態を的確に把握する
家畜の異変に素早く気付けるよう

に、毎日、飼育する家畜の
健康観察を行い、家畜の状
態を的確に把握する。
③獣医師に伝える

獣医師が的確に状況を把握し、適
切に診断できるよう、発病後の経過、
措置の状況、過去の感染症の発生状
況などの情報を獣医師に的確に伝え
る。
④抗菌剤を正しく使用する
抗菌剤は獣医師からの指示に基づ
き、用法・用量、使用禁止期間等を
守って正しく使用する。

乳用種・交雑種で発動続く
牛マルキン８月分

農畜産業振興機構は１０月８日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２１年８月分、概算払い）
を公表した。乳用種及び交雑種で販売
価格が生産費を下回ったため、交付が
行われる。
１頭当たりの交付金単価は乳用種が
２万７９１８．３円（前月２万９９５７．７円）、交
雑種は６万１６．８円（同３万６４９８．９円）。
前月と比較すると、乳用種の販売価格
及び生産費は、ほぼ同額だった。交雑
種は、販売価格が低下し、生産費は上
昇したため、前月に続き交付金は増額
となった。
肉専用種は、３４都道府県で交付が行
われる。

すき間風・敷料の湿りに注意すき間風・敷料の湿りに注意
子牛の寒さ対策子牛の寒さ対策

乳去勢 増体同等で温室効果ガス削減
畜産環境シンポジウム

抗菌剤の「慎重使用」を
１１月は薬剤耐性対策推進月間
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

節約志向の強ま
りで、小幅な上
昇にとどまるか

９月は、新型コロナウイルスの感染
拡大に伴う緊急事態宣言の期間が延長
され、牛肉の需要は伸び悩んだ。引き
続き荷動きが鈍く、相場は全体に弱も
ちあいで推移した。
【乳去勢】９月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０１７円（前年同月比１２３％）
となり、前月に比べ４０円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１０月の乳用種の全国出荷頭数は２
万８７００頭（９７％）と減少を見込んでい
る。
【F₁去勢】９月の東京市場の交雑種

（F１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１５１４円（前年同月比１１５％）、Ｂ２は
１３２７円（１１６％）となった。前月に比べ
それぞれ５５円、２６円下げた。
同機構は、１０月の交雑種の全国出荷
頭数を２万８００頭（１０６％）と、増加基
調が続くと予測している。
【和去勢】９月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３１３
円（前年同月比１１１％）､Ａ３は２０７７円
（１１０％）となった。前月に比べそれぞ
れ８５円、１０２円上げた。
同機構は、１０月の和牛の全国出荷頭
数を４万４００頭（９４％）と減少を予測し
ている。牛全体の出荷頭数は９万１６００
頭（９７％）と、前年同月を下回ると見
込んでいる。

一方、１０月の輸入量は総量で５万５００
ｔ（９９％）と予測。内訳は冷蔵品２万
１７００ｔ（１０２％）、冷凍品２万８８００ｔ
（９７％）。冷蔵品は、前年同月の輸入
量が北米現地工場の作業効率の低下に

より少なかったことから、
前年同月をわずかに上回る
と予測。冷凍品は米国にお
ける現地価格の高騰等によ
り、前年同月をわずかに下
回ると見込んでいる。輸入
品と国産品を合わせた期末
在庫は９月が１３万７６００ｔ
（１０１％）、１０月が１３万９１００
ｔ（１０５％）と、前年同月を
上回って推移すると予測し
ている。
緊急事態宣言が全面解除
され、業務用需要の回復が
期待できる。急激な好転は
むずかしいとみられるが、

荷動きの活発化が予想される。
出荷頭数の減少が予測されている一
方、期末在庫は前年を上回る見通し。
また、消費者の節約志向の強まりで、
大幅な消費拡大は見込みにくい。相場
は総じて強含みの展開が予想される
が、小幅な上昇にとどまるか。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、F１去勢Ｂ３が１５００～１６００円、
Ｂ２は１３００～１４００円、和牛去勢Ａ４が
２３００～２４００円、Ａ３は２１００～２２００円で
の相場展開か。

弱含みの展開予
想されるが、大
きな下げないか

９月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が６００円（前年同月比
９７％）、中物は５７０円（９７％）となった。
前月に比べそれぞれ２２円、２０円下げた。
出荷頭数がそれほど増えない中、内食
中心の底堅い需要に支えられ、上物相
場は６００円前後で推移した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１０月は１４３万４千頭（前年同月比
９７％、平年比９９％）、１１月は１４４万２千
頭（９９％、９９％）と微減で推移すると
見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１０月の輸入量は総量で７万３８００ｔ
（前年同月比１０２％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万３１００ｔ（９４％）、冷凍品４

万７００ｔ（１０９％）。冷蔵品は北米にお
ける現地価格の高騰の影響等により、
前年同月をやや下回ると予測。冷凍品
は前年同月の輸入量が新型コロナウイ
ルス感染症の影響で少なかったことか
ら、前年同月をかなりの程度上回ると
見込んでいる。
例年１０～１１月は、出荷頭数の増加に
伴い、相場が下がる。だが、今年は前
年・平年比で微減の予測となっている。
緊急事態の解除により、外食需要の一
定の回復が見込まれる。また、国産品
と競合する輸入冷蔵品が減少基調とな
っている。このようなことから、相場
は弱含みの展開が予想されるものの、
大きな下げはないとみられる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５５０～５７０円、
中物は５１０～５４０円での相場展開か。

和子牛はもちあ
い、乳素牛は堅
調に推移するか

【乳素牛】９月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２４万７５２５円（前年同月比１０７％）、F１去
勢は３７万２５９０円（９７％）だった。前月に
比べ乳去勢は７５６６円上げ、F１去勢は１
万４５４５円下げた。
枝肉相場は総じて強含みの展開が見
込まれており、素牛価格は堅調に推移
することが予想される。
【スモール】９月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が８万９１２０円（前年同
月比１０２％）、F１（雄雌含む）は１８万８９８

円（１１４％）となった。前月に比べ乳雄
は２３８４円上げ、F１は２万１７５４円下げ
た。F１は２ヵ月連続で下げたが、前年
同月を上回って推移している。
両品種の素牛及び枝肉相場は、おお
むね堅調な推移が見込まれていること
から、スモールの取引価格は前月を上
回ると予想される。
【和子牛】９月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７６万８７
円（前年同月比１０８％）となった。前月
に比べ６６７９円下げた。枝肉相場が小幅
に上昇したため、子牛価格は前月に比
べ下げ幅が縮小した。
緊急事態宣言の解除などで和牛肉の
需要回復が期待される。子牛の取引価
格は枝肉相場の動向によるが、当面、
もちあいで推移するとみられる。

（一社）日本家畜人工授精師協会
は１０月４日、乳用牛への黒毛和種の
交配状況（速報、２１年４～６月期）
を公表した。黒毛和種の交配割合（全
国）は３５．８％（前期比０．１㌽減、前年
同期比１．８㌽減）となった。３期連続
で３５％前後の横ばいで推移してい
る。
北海道の黒毛和種の交配割合は

２３．８％（０．３㌽減、２．８㌽減）、都府県
は５０．７％（０．１㌽増、０．４㌽減）だった。

都府県の交配割合を地域別にみる
と、人工授精頭数の多い関東は５０．３％
（前期比同、３．５㌽減）、東北は３４．４％
（１．２㌽減、４．５㌽減）となっている。
中四国及び九州は、依然として交配割
合が高く、それぞれ７０．６％、６４．２％とな
っている。
なお、全国の延べ人工授精頭数は２９
万９８５４頭（前期比０．２％増、前年同期比
０．３％減）となっている。北海道が２５万
７８頭（２．１％増、０．４％増）で、全体の８

割強を占めている。都府県は
４万９７７６頭（８．１％減、３．７％
減）だった。
また、性選別精液（乳雌）
の利用割合（全国）は、ここ
１年、１８％前後の横ばいで推
移していたが、４～６月期は
１９．５％（１．０㌽増、１．３㌽増）に
上昇した。

９月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６６６ ７９２ ２９８ ３０６ ２４１，２１４ ２３９，４１１ ８０９ ７８２
Ｆ１去 ２，１０３ ２，０５６ ３３８ ３４４ ３６８，６６８ ３８１，９８２ １，０９１ １，１１０
和去 ２，２０９ １，３４３ ３３１ ３３４ ７７６，６８８ ７８８，２１１ ２，３４６ ２，３６０

東 北
乳去 ２ ― ３２５ ― １２８，１５０ ― ３９４ ―
Ｆ１去 ４ ３ ２６６ ２９２ ２４６，９５０ ３１９，３６７ ９２８ １，０９４
和去 ２，０３５ ２，４０７ ３２０ ３２０ ７４９，８８０ ７４１，７２５ ２，３４３ ２，３１８

関 東
乳去 ８３ ４６ ３２８ ２９３ ３２９，００６ ２７６，４３５ １，００３ ９４５
Ｆ１去 １２７ １５３ ３５６ ３５３ ４０３，８３０ ４０８，７９８ １，１３４ １，１５９
和去 ６７６ ９４２ ３１５ ３０９ ７８４，２５８ ７７０，３９３ ２，４９１ ２，４８９

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ６５ １０３ ３０８ ２９１ ７９０，３０８ ７４５，８００ ２，５６６ ２，５６３

東 海
乳去 ７ ３ ２７１ ２７２ ２４６，０８６ ２５０，４３３ ９０８ ９２１
Ｆ１去 ６８ ４８ ３１９ ３２３ ３５８，７６２ ３８１，８３７ １，１２５ １，１８３
和去 ３５３ ２２８ ２７５ ２６２ ７７７，７７８ ７６１，３５４ ２，８２７ ２，９０３

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ３８９ １７６ ２６５ ２６１ ７８９，４８０ ７９０，４０６ ２，９７５ ３，０２８

中 四 国
乳去 ６５ ５０ ２６９ ２６７ ２２１，３３７ ２２５，４１２ ８２２ ８４４
Ｆ１去 ３２３ ３４０ ３３６ ３３４ ３８５，３８８ ３９２，９４６ １，１４７ １，１７７
和去 ７９０ ７１１ ３００ ３０３ ７４４，５８９ ７６３，０１６ ２，４８５ ２，５１４

九州・沖縄
乳去 ８ ８ ３１１ ３０２ １７１，４６３ １７１，４６３ ５５１ ５６８
Ｆ１去 ４６０ ４６７ ３３９ ３３８ ３７６，０４２ ３９９，４７２ １，１０９ １，１８１
和去 １０，１３３ ７，５６０ ２９８ ３００ ７５６，１７５ ７７０，６５０ ２，５４２ ２，５６８

全 国
乳去 ８３１ ８９９ ２９９ ３０３ ２４７，５２５ ２３９，９５９ ８２８ ７９２
Ｆ１去 ３，０８５ ３，０６７ ３３８ ３４２ ３７２，５９０ ３８７，１３５ １，１０２ １，１３２
和去 １６，６５０ １３，４７０ ３０４ ３０７ ７６０，０８７ ７６６，７６６ ２，５００ ２，４９８

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

黒毛和種３５．８％、性選別は１９．５％
４～６月期、乳用牛への交配状況
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